
アビリンピック

実施報告書

◆◆◆実施日◆◆◆

令和 7 年 7 月 5 日（土）

◆◆◆会 場◆◆◆

【第 1 会場】

国立職業リハビリテーションセンター

【第 2 会場】

ポリテクセンター埼玉
マスコットキャラクター

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 埼玉支部
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アビリンピック埼玉大会は、障害のある方々が日ごろ培った技能を互いに競い合うことによ

り、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々が障害者に対する理解と認識を

深め、その雇用の促進と職業の安定を図ることを目的として開催しております。

例年、国立職業リハビリテーションセンターを会場として実施してまいりましたが、今大会は

会場の都合により、ポリテクセンター埼玉を加えた「２会場同時開催」の形で実施いたしました。

両会場合わせて１２競技１３種目を実施し、延べ９５名の選手にご参加いただきました。また、

過去最多となる３０３名の方々にご来場いただき、参加選手の高い技能・技術をご覧いただけた

ことを大変嬉しく思っております。

参加された選手の皆様には、今大会で競技に全力で臨まれたことを誇りに、今後ますますご活

躍されることを心より期待しております。

なお、今大会の開催にあたり、埼玉県をはじめとする自治体等の広報紙や SNS への掲載、会場

近隣の公共施設等へのポスター掲示など、広報活動の強化に努めてまいりました。さらに、協賛

企業も前回大会の２社から６社へと拡大し、参加選手や来場者への配布物品や競技使用品など、

多大なるご支援をいただきました。

今後も、より一層の広報活動を通じて障害者支援の輪を広げ、大会の認知度向上に努めるとと

もに、参加された皆様の誇りとなるよう、アビリンピック埼玉大会の価値を高める取り組みを続

けてまいります。

最後に、本大会にご後援いただいた関係機関の皆様、そして大会運営にご協力いただいたすべ

ての皆様に、心より厚く御礼申し上げます。

埼玉県障害者技能競技大会運営委員会

会長 中原 英彦
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★大会を終えて

暑いなかでの開催になりましたが、事故やケガ等無く無事に「第 21 回アビリンピック埼玉大会 2025」を終え

ることができました。ご参加いただいた選手の皆様、また、ご協力いただいた企業や特別支援学校、施設、関係

機関の皆さまに改めて厚く感謝を申し上げます。

今年は会場の都合により「2 会場同時開催」の形をとりました。昨年よりも多くの選手に参加いただき、緊張

感のあるなか真剣に課題に取り組む姿に深い感銘を受けました。また、1 会場あたりの競技数が減少したことに

より来場者の減少が懸念されましたが、一般来場者数は昨年から 37 名増の 303 名で過去最多となり、多くの方々

に選手たちの高い技能・技術を見ていただくことができました。

今後も、障害のある方々の目標となる大会、選手の高い技能や前向きな姿勢を多くの方々に知っていただける

ような大会として継続開催できるよう、さらに努力を重ねてまいりたいと思います。

日 時：令和 7 年７月 5 日（土）９時～１６時

場 所：＜第 1 会場＞国立職業リハビリテーションセンター（所沢市並木４-２）

＜第 2 会場＞ポリテクセンター埼玉（さいたま市緑区原山 2-18-8）

参加者：499 名（選手：95 名、来場者等：303 名、スタッフ：101 名）
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◆競技種目・参加選手数

12 競技 13種目実施し、昨年度より 18名増の 95名の選手に参加いただきました。

【内訳】・障害者職業訓練校他：16名（+3 名）・特別支援学校：21 名（-2名）・企業：45 名（+12 名）

・就労支援・福祉施設：8 名（+1 名）・その他（個人参加他）：5名（+4 名）

※カッコ内の数字は令和 6 年度大会からの増減を示します。

◆協賛企業

昨年に引き続き「協賛企業」の募集活動を行いました。その結果、昨年度協賛いた

だいた 2 社に加えて新たに 4 社が大会趣旨等にご賛同くださり、参加選手や来場者へ

の配布物品や、喫茶サービス競技で使用する飲食物などを提供いただきました。なお、

協賛企業名等については、大会パンフレットや会場内に表示したほか、大会の広報な

どにも積極的に活用しました。協賛いただいた皆さま、ご理解、ご協力ありがとうご

ざいました。

◆広報活動

自治体等の広報紙や SNS への掲載依頼、会場近隣の公共施設へのポスター掲示依頼を積極的に行い、来場

者数の増加を図りました。特に、埼玉県が発行する新聞折り込みの広報紙「彩の国だより」の 7月号には写

真入りで大きく掲載いただき、県内住民に広く広報することができました。また、今年も埼玉県の広報番組

「いまドキッ！埼玉」（テレ玉）に大会当日の様子を取材いただき、7月 12日（土）に放映されました。

◆併催イベント

昨年度に引き続き、「交流広場」として障害者スポーツ

（ボッチャ）体験会や福祉法人による物販コーナー（手工

芸品、調理パン・焼き菓子ほか）などを開設しました。両

会場とも多くの方に来場いただき、アンケートでも「ボッ

チャが最高でした」「パン販売や手芸品が良かった」などの

コメントが寄せられています。

一方で、初めての試みとして第 1 会場に配置したキッチン

カーについては、「氷の入った飲み物が飲めたのが良い」とい

った声もありましたが、事前の十分な広報や当日足を向けて

もらうための工夫ができなかったこともあり、課題の残る形となりました。

★今後の大会へ向けて（大会の認知度向上）

今年は大会の認知度向上に向けての取り組みを積極的に行い、広報紙や SNS への新規掲載、会場近隣の公共施

設へのポスター掲示や協賛企業の拡大を達成しました。しかしながら、選手や来場者のア

ンケートでは「もっと広めてほしい」「認知度が少し低いのではないかと思った」といっ

たコメントや、「SNS での発信強化」「テレビニュースなどで取り上げて欲しい」「YouTube

等で動画を公開してほしい」などの意見が多く寄せられました。

来年に向け、埼玉県内の協賛企業の拡大と SNS を含むマルチメディア活用を継続して

進めていくにあたり、企業や社会一般の方々の目に留まる広告デザインや広報時期の工夫

を重ね、より効果的な発信を目指していきます。
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★選手＆来場者アンケートからのコメント紹介

《選手》

◆ひとつひとつの競技の内容や見どころが紹介されていて知らない人でもわかりやすいと感じた。

◆自分の能力を試せるのでまた出場できる時があれば参加したいと思います。

◆様々な障害を持った方が良い成績を残せるように一堂に会する機会がとてもよく、今後のさらなる発展を

期待させて頂きました。

◆大変緊張しましたが良い経験だと思います。

◆来年もアビリンピックに参加したい。

《来場者》

◆1人 1人の能力が高く、企業として将来性が見えた。

◆とてもすばらしい大会でした。選手のみなさまの真剣な姿勢に感動しました。

◆競技者の方の努力や大会ならではの緊張感をすこしですが感じることができました。

◆初めて参加させて頂きました。障害者の方の可能性、技術向上、やりがいにとても良い大会だと思います。

★競技結果発表

◆埼玉大会から全国大会へ

入賞された皆様おめでとうございます。本大会で金賞をとられた選手については、本年 10月 17 日（金）から

愛知県国際展示場で開催される「第 45 回全国アビリンピック」において、改めて他県の代表選手とその実力を

競い合う次の舞台が待っています。埼玉県の代表として、一層の活躍を期待しております。

競技名 金賞 銀賞 銅賞

山下 航平 船城 雅敏 江添 勝彦

国立職業リハビリテーションセンター 国立職業リハビリテーションセンター 国立職業リハビリテーションセンター

空田 聡 上島 一晃 大日方 政史

ポラス株式会社 文化シヤッター株式会社 ホンダ太陽株式会社

布川 信恵 田島 健人 中川 史章

ポラスシェアード株式会社 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 国立職業リハビリテーションセンター

佐藤 顕吾 石井 都志矢 堀川 真帆

国立職業リハビリテーションセンター 国立職業リハビリテーションセンター 就労継続B型ラシクラボさいたま新都心

増田 錬 藤田 公孝 安野 加奈恵

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ - 株式会社 サイサン

後藤 春希・橋本 和憲

国立職業リハビリテーションセンター

鶴田 順美 後藤 善之 溝口 莉央・小宮山 智大

社会福祉法人 埼玉福祉事業協会 株式会社JR東日本グリーンパートナーズ 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

河野 雅也 髙橋 鳳生 黒川 健司

日東ひまわり関東株式会社 埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園 埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園

鈴木 健慎 志村 遥 小松 弘実

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ ゆめの園アクト浦和多機能型事業所 ゆめの園アクト浦和多機能型事業所

鈴木 健慎・山本 憲佐 杉本 康成・櫻井 美沙紀 志村 遥・小松 弘実

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ 株式会社西武パレット ゆめの園アクト浦和多機能型事業所

池上 尚希 大熊 天音 吉川 智哉

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ 株式会社バンダイナムコウィル 第一生命チャレンジド株式会社

髙橋 征一 山田 太一 長谷川 誠修

株式会社セブン­イレブン・ジャパン
セブンイレブン川越新河岸店

ポラスシェアード株式会社 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

相﨑 水萌

株式会社JR東日本グリーンパートナーズ

オフィスアシスタント

ベッドメイキング（ペア）
※埼玉大会独自競技

フラワーアレジメント 該当者なし 該当者なし

小売物流ワーク
※埼玉大会独自競技

パソコンデータ入力

該当者なし

ベッドメイキング（ソロ）
※埼玉大会独自競技

ビルクリーニング

喫茶サービス

第21回アビリンピック埼玉大会2025 入賞者一覧

電子機器組立

該当者なし

表計算

ワード・プロセッサ

ホームページ

パソコン操作
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■開催日程

令和７年７月５日(土) 午前９時～午後４時

■開催場所

【第 1会場】国立職業リハビリテーションセンター（所沢市並木４丁目２番地）

【第２会場】ポリテクセンター埼玉（さいたま市緑区原山２丁目１８－８）

■主催

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 埼玉支部

■後援

厚生労働省埼玉労働局／埼玉県／さいたま市／所沢市／埼玉県職業能力開発協会／一般社団法人埼玉県

ビルメンテナンス協会／ＮＨＫさいたま放送局／埼玉新聞社／テレ玉／ＦＭＮＡＣＫ５

■協賛

■大会参加選手所属先：２１か所＋個人

■来場者数

（１）選手：95 名（第１会場 65 名、第２会場 30名）

（２）来場者：303 名（第１会場 180 名、第２会場 123 名）

（３）スタッフ他：101 名（第１会場 58 名、第２会場 43 名）

合計 499 名（第１会場 303 名、第２会場 196 名）

■各競技参加者数

右図のとおり

＜所属先一覧＞ ※五十音順

【企業】株式会社サイサン、株式会社ジェイコムハート、株式会社西武パレット、株式会社セブン‐イレブン・

ジャパン、第一生命チャレンジド株式会社、日東ひまわり関東株式会社、株式会社バンダイナムコウィル、

文化シャッター株式会社、ポラス株式会社、ポラスシェアード株式会社、ホンダ太陽株式会社、

株式会社ｅＰＡＲＡ、株式会社ＪＲ東日本グリーンパートナーズ、株式会社ＮＴＴネクシア

【訓練】国立職業リハビリテーションセンター

【学校】埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校、埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園、

埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園

【施設】社会福祉法人埼玉福祉事業協会、ゆめの園アクト浦和多機能型事業所、

就労継続Ｂ型ラシクラボさいたま新都心

※五十音順
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電子部品を、仕様書に従い、制限時間内に正確に組立てま

す。用意されたプリント基板に電子部品を差し込んで回路

を組立てていきます。

小さな部品を正確に扱う技術はもちろん、デジタル回路の

原理や、さまざまな部品に関する知識が必要になります。

また、製品が正しく動作するためにははんだ付けの技術が

とても重要です。

はんだ付けする部分はたくさんあり、部品によっては熱に弱いなどそれぞれ条件が異なります。その全て

の部分に、素早く、最適な量のはんだ付けをするには、高いスキルが求められます。すべての部品の取り

付け後、正確に動作するかを確認すれば完成です。

競技内容
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皆さん熱心に電子機器組立作業に取り組んでおられました。

皆さんそれぞれ作業効率のよい方法を考えて作業されていました。

標準時間内に作業を終えられた方は素晴らしかったですし、標準時間内に作業を終えられなかった方に

おかれましても、最後まで諦めず作業をされていて素晴らしかったです。出来栄えも全体的によかったで

す。

今回の経験はこれからの職業生活においてもきっと活きると思います。

全国大会では基板製作だけではなく、シャーシの製作も行ないます。作業量は多くなりますが、作り上げ

たときの達成感はひとしおです。

氏名 所属先

山下 航平 国立職業リハビリテーションセンター

船城 雅敏 国立職業リハビリテーションセンター

江添 勝彦 国立職業リハビリテーションセンター

講評

参加選手
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この競技は、マイクロソフト Excel のさまざまな機能、

装飾･編集、関数式による表の完成、データ処理、グラフ

作成などをどれだけ自由に使いこなせるかを競います。

数値の入力、罫線変更、図形描画、フォント、条件付書式

設定などの基本的な操作から、関数を駆使して表を完成

させたり、フィルターによる抽出や並べ替えなどを行い、

グラフ作成では指示された設定を行なうなどのスキルが

試されます。

競技内容
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課題１から課題４まですべて終わらせた方は残念ながらいませんでした。「できるところ」と「できない

ところ」の判断が早く、できるところを確実に解いた方が高得点になっていました。課題２で時間をかけ

すぎて他の課題に取り組めない方もいました。

一番残念だったのが、保存のファイル名が違う方が多かったことです。公表課題等で練習してパターン化

されたところは、みなさんできていました。ギャラリーの視線やプレッシャーがある中すごい集中力で課

題に取り組めていました。素晴らしかったです。

これまでたくさんの関数を勉強されたと思います。その関数の答えが「文字列」なのか「数値」なのか確

認が必要です。Excel は新しい機能や関数が増え、XLOOKUP 関数やスピル機能などを使うとどうなるかや

ってみましょう。集計作業をするとき、課題２は関数で、課題３は小計機能で解いてもらいましたが、他

にはピボットテーブルがあります。仕事の場合、検算のために２つの方法で解いて確認する習慣をつけま

しょう。Excel はスピルやパワークエリやパワーピボットなど新たな考え方ややり方がありますので勉強

してみてください。

氏名 所属先 氏名 所属先

上島 一晃 文化シヤッター株式会社 黒澤 慎太郎 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

- 株式会社 NTT ネクシア 上田 将徳 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

大日方 政史 ホンダ太陽株式会社 空田 聡 ポラス株式会社

佐藤 桂輔 ポラスシェアード株式会社 伊藤 陽亮 国立職業リハビリテーションセンター

土谷 昂洋 ポラスシェアード株式会社

講評

参加選手
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マイクロソフト Word を使用し、簡易文の作成、作表

などをおこないます。

選手には、文書や表が渡され、それと全く同じ物を

作成します。

それぞれの課題には、文字の入力だけではなく Word

に含まれる、WordArt、図形描画、ピクチャーの挿入

など、さまざまな機能の利用が組み込まれていま

す。これらを自由に使いこなせるかを競います。また、競技課題とまったく同じものを作成しようとし

ても、ほんの少し文字や図形のサイズが違っただけで文書のバランスが崩れ、後からの修正が難しくな

ります。さらに、できあがった課題をカラー印刷する際、色の選択やコントラストにも気を配り優れた

作品に仕上げる技能も要求されます。

競技内容
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課題は限られた時間内で正確かつ効率的に課題を完成させることを求められました。

操作の正確さ、作業のスピード、レイアウトの整合性など苦戦されていたかと思います。

フォーマット設定、段落調整、スタイルの適用、表や画像の挿入など、基本操作をしっかり習得しておく

ことが重要です。これにより、作業効率が向上します。定型的な文書には、テンプレートを利用し、時間

短縮と統一感を図ると良いでしょう。

見やすさや読みやすさを意識し、適切なフォントサイズや行間、全体のバランスを意識するのも大事で

す。

定期的に練習し、習得度を高めてください。

氏名 所属先

下村 晴 個人参加

吉田 惇 株式会社 NTT ネクシア

中川 史章 国立職業リハビリテーションセンター

田島 健人 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

藤村 厚史 ポラスシェアード株式会社

布川 信恵 ポラスシェアード株式会社

講評

参加選手
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選手には、予めホームページに掲載する文章素材と画像デ

ータの他に、デザインや構成などに関して説明した仕様書

が提供されます。仕様書をもとに、HTML という言語を使っ

て作成します。

ホームページづくりでもっとも大切なのは、お年寄りや障

害のある方にも使いやすいよう、アクセシビリティも考慮

してあることです。

文字を音声に変える、画面読み上げソフトが正しく作動することも重要です。

競技内容
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東日本大震災をテーマにした Web ページ作成を課題としています。

昨年に引き続き、スマートフォン、タブレット、デスクトップ PC のそれぞれの端末の画面幅に応じてレ

イアウトを変更させるレスポンシブ Web デザインに従った Web ページの作成を題材としました。

加えて、今年度は全国大会の競技を意識した方式を採用しました。

具体的には、競技者自身に事前公開課題について競技当日までに個々で作成したデータを競技会場に持

ち込んでいただき、競技当日はそのデータを使用して、追加された仕様を満足する Web ページを作成す

る課題に取り組んでもらいました。

今回の競技課題の重要なポイントとして、事前公開課題の仕様に対して、ただコードを追加するだけでは

対応しづらく、コード全体の見直しが必要である事に気づいて修正できる能力が問われました。

競技者 3 名の方については、今後、さらなるレベルアップを目指していただきたいと思っております。

氏名 所属先

堀川 真帆 就労継続 B型ラシクラボさいたま新都心

石井 都志矢 国立職業リハビリテーションセンター

佐藤 顕吾 国立職業リハビリテーションセンター

講評

参加選手
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与えられたデータをミスなく、いかに数多く入力できるかを競う「ア

ンケート入力」、マイクロソフト Excel を使って入力ミスや計算ミス

なく、体裁の整った請求書などを作成する「帳票等作成」、完成見本

（正解）を見ながら 、文書中の誤字を修正する「ワープロ文書修正」

の３つの課題に取り組みます。

課題①アンケート入力競技について

・作業速度、正確性ともに昨年を上回る結果となりました。

・制限時間内にたくさん入力しなければならない、と急いだ結果、入力したデータの確認が十分できずに

ミスになった方がいると感じました。このような入力作業では、まず、正確にデータを入力できること

と、入力したデータを確認することを身につけ、そのあとに、少しずつスピードが上がるように訓練する

ことを心がけてください。

講評

競技内容
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課題②帳票等作成競技について

・見本と同じような書類をＥｘｃｅｌで最初から作っていく課題でしたが、どこから手を付けて、どうい

う順序で進めようか、迷っている方がいました。迷っている間に時間が迫ってきて、結果的に自分の仕事

の成果を印刷したり、保存できなかったりした人もいました。実際の仕事では、ある程度自分でどう進め

るかを考えなければいけない場面もあります。段取りがスムーズに立てられるように訓練することを心

がけてください。

課題③ワープロ文書修正競技について

・ひととおり、修正するべき箇所を見つけて修正したあとに、安心したのか、手が止まってしまった方が

いました。このような作業では、ひととおり修正したあと、気づけなかった箇所がないかどうか、文章の

最初から最後まで１文字ずつ見比べるような丁寧な確認を、時間のある限り繰り返す習慣が身につくよ

う訓練することを心がけてください。

氏名 所属先 氏名 所属先

安野 加奈恵 株式会社 サイサン 鹿庭 裕太郎 第一生命チャレンジド株式会社

山田 雅康 個人参加 佐竹 夏花 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

藤田 公孝 個人参加 川島 充稀 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

岩永 成美 国立職業リハビリテーションセンター 宇都宮 僚 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

山川 沙結美 国立職業リハビリテーションセンター 佐藤 響 ポラスシェアード株式会社

窪川 菜月 国立職業リハビリテーションセンター 谷 幸紀 ポラスシェアード株式会社

立花 望 国立職業リハビリテーションセンター 中込 優太 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

菊池 萌子 国立職業リハビリテーションセンター 増田 錬 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

浅見 龍輝 株式会社バンダイナムコウィル

参加選手
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この競技は、マイクロソフト Excel のデータ処理、

PowerPoint との連携、Word の文書処理、インターネット検

索で構成されています。指示書をもとに、用意されたファ

イルから分析・加工をして書類を完成させます。

視覚に障害のある選手は、テキスト情報を音声化する画面

読み上げソフト、画面の拡大・色の反転機能などにより選

手ごとの見え方にあわせた環境を準備して課題に挑みます。

課題を時間内に完成させるためには、ソフトの機能およびショートカットキーを覚えたうえで、テキスト

やボタンに素早くアクセスする必要があります。

競技内容
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競技者の皆さんそれぞれが、画面読み上げソフトによる音声確認をしたり、画面の拡大をしたりとご自身

の操作をしやすい環境を作り課題に臨んでいただきました。

オフィスソフトをスムーズに操作されていたのは、皆さんの普段の努力の賜物だと思います。複雑な処理

に対しても試行錯誤しながら取り組まれていました。しかし、試行錯誤に時間を取られていたように感じ

られました。関数の仕組みや、組み合わせ方の経験を積むことで柔軟な対応が可能になると思います。

インターネット検索では見えづらい、または見えない中での情報収集について正確さや作業効率に差が

出ました。視覚に頼らず情報へ素早くアクセスする操作方法や、キーボード操作の習熟によってより実力

を発揮できると思います。

正確さとスピードの両立は働くうえで永遠のテーマです。日々の業務、訓練でより速く、より正確に、か

つ負担を少なくできるよう、スキルを磨いていきましょう。

氏名 所属先

北村 直也 株式会社 ePARA

後藤 春希 国立職業リハビリテーションセンター

橋本 和憲 国立職業リハビリテーションセンター

講評

参加選手
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この競技は、模擬的に設置された喫茶店に来

店したお客様へ、正確かつスムーズな接客サ

ービスを提供する技術を競います。競技の流

れは、「お客様を席に案内する。お客様から注

文を受ける。注文を調理担当者に伝える。注

文に応じて必要なものを準備する。注文され

た飲み物をお客様に出す。お客様が帰られた

テーブルを片付ける。」という順番で作業が進

んでいきます。

競技内容

20



お一人お一人真剣に取り組まれており、お客様との対話、笑顔、姿勢、視線、声掛けのタイミング、歩

くスピード、飲料運搬時の安心感など、それぞれ良い点をしっかりとお持ちでした。何より、お客様へ

丁寧なサービスの提供をしようという思いが伝わってきました。今回は競技ではありますが、お客様は

とても満足されていたと思います。

飲食業、サービス業には様々なものがありますが、お客様が「またこのお店に来たいなぁ」と思ってい

ただくためには、どのようなことをしなければならないでしょうか。笑顔、身だしなみ、丁寧な言葉遣

い、スタッフとのコミュニケーション、清掃など他にもたくさんのことがあります。

今後サービス業への就職を目指している方は、この喫茶サービス競技の経験を活かし自信を持って目標

に向かってください。また現在サービス業で働かれている方は、「またこのお店に来たいなぁ」と思わ

れるために、より一層業務に励んでいただきたいと思います。

氏名 所属先 氏名 所属先

宗像 康弘 国立職業リハビリテーションセンター 粕谷 将秀 社会福祉法人 埼玉福祉事業協会

溝口 莉央 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 鶴田 順美 社会福祉法人 埼玉福祉事業協会

小宮山 智大 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 森田 涼介 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

松本 煌大 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 黒野 智世 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

齋藤 結生 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園 後藤 善之 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

増村 踊良 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

講評

参加選手
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この競技の課題は、２つに分かれており、課題１は

カーペット床面の掃除機による清掃、また、課題２

は弾性床面の掃き・拭き掃除、机上の拭き掃除です。

床に散らかっている細かい塵やシュレッター屑を

除去するとともに、掃除機、ほうき、ちりとり、モ

ップ、タオルなどを使用して床面や机上を清掃して

いきます。競技時間内に、作業準備から終了まで正しい手順に従い、効率的に作業を進めなければなりま

せん。挨拶とともに、清掃作業の基本である「吸塵」「掃く」「拭く」がしっかりと行なわれているか、作

業の流れ、ゴミの取り残しがないかなど、ビルクリーニング業務に求められる技能が厳しく審査されま

す。

競技内容
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出場者全員が良く訓練されていたように感じた。しかしながら標準時間を超える競技者が半数近くでた。

今後の課題としてもらいたい。

出場者総数が 13 名となり、特別支援学校の他、一般企業からの参加が増えたことは良かった。

氏名 所属先 氏名 所属先

河野 雅也 日東ひまわり関東株式会社 波多野 宏志 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

黒川 健司 埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園 山岸 直弥 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

髙橋 鳳生 埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園 細井 雅斗 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

高村 勇磨 埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園 大谷 晴斗 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

並木 海空 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 冨高 彩馨 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

杉井 寿輝 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校 長谷川 翔太郎 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

- 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園

講評

参加選手
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日ごろお客様の目には触れない仕事ぶりを競技と

した、ベッドメイキング。ホテルで実際に使用さ

れているシングルベッドを想定し、客室用リネン

の交換作業を行います。単独で行うソロと二人で

行うペアの部を実施し、より実務に近い内容にし

ました。

競技内容
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■ソロ

ベッドメイク競技は、ピロケース（枕カバー）の交換、シーツの交換、忘れ物確認等ホテルのベッドメ

イクをイメージした競技になります。今回は、皆さんペアの部を経験してからソロの部に参加されてい

ました。そのためペアの部では２人で行っていた内容をすべて１人で行うため、気付く点が多くあった

と思います。振り返りを行い、今後につなげていただければと思います。

■ペア

参加者の方は、始まる前は緊張されていましたが、競技終了後はやりきった表情をされていました。ペ

アで行う作業ですので、相手の動きを確認しながら作業を行うため臨機応変の対応も必要になることが

あります。そのため、自分から SOS や報告、タイミングの取り方等声掛けがとても重要になります。今

回も適宜に声掛けや周りを見て行動されていたため引き続き行っていただければと思います。

最後に、見学者がいる中での作業は経験がなかったと思います。この経験を糧に是非仕事や学校の授業

に役に立てていただければと思います。

■ソロ ■ペア

氏名 所属先 氏名 所属先

鈴木 健慎 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ 志村 遥
ゆめの園アクト浦和多機能型事業所

志村 遥 ゆめの園アクト浦和多機能型事業所 小松 弘実

小松 弘実 ゆめの園アクト浦和多機能型事業所 杉本 康成
株式会社西武パレット

櫻井 美沙紀

鈴木 健慎
株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

山本 憲佐

講評

参加選手
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この競技は【３つの課題】から構成されています。

【課題 1】は、指定の書類や資材を指示書どおりに

手提げ袋に入れてノベルティを作成します。

【課題２】は、送付状どおりに書類等をそろえ、内

容に応じて「2種類」の封筒に正確に封入するとい

う文書の発送準備作業になります。

【課題３】は、社内便を宛先と氏名を基に部署や内

容別に正しく仕分けする作業です。

競技内容
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【課題１】配布物の準備は、イベントで配布するチラシやノベルティなどの準備作業を行います。作業内

容がシンプルなだけにスピードが求められる課題です。作業速度とともに状況に合わせた対応力がポイ

ントとなりました。

【課題２】発送書類の封入は全国の支社へ発送する書類の封入作業を行います。封入物の準備から宛名

ラベル貼りまでと工程数が多い課題です。丁寧な作業が大事だったかと思います。

【課題３】社内便の仕分けは、宛先を参照し部署別での仕分け作業を行います。宛先が氏名のみのもの

については社員名簿から所属する部署を調べなければならない課題です。瞬間的な判断力が重要になっ

たかと思います。

オフィスアシスタント競技は、出場選手、選手支援者、大会関係者をはじめ、多くの方々のお力添えを

頂き、無事終えることができました。心より感謝申し上げます。最近では AI の導入や DXの推進が話題

となっていますが、最後は人の手作業の部分がまだまだあります。出場選手におかれましては、今回の

アビリンピックに向けて培ってきた技能や大会での経験を活かし今後もますますご活躍されることを祈

念しております。

氏名 所属先 氏名 所属先

樋口 絢女 個人参加 小野 蓮二朗 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

蓮池 佐緒里 個人参加 大野 拓真 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

- 株式会社ジェイコムハート 古山 大樹 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

大髙 茂次 株式会社ジェイコムハート 矢嶋 美香 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

大熊 天音 株式会社バンダイナムコウィル 久米 高明 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

吉川 智哉 第一生命チャレンジド株式会社 秦野 寛大 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

盛山 哲礼 埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園 小島 綺乃 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

池上 尚希 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

講評

参加選手
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倉庫にストックしてある品物を、指示書のとおり選び出

してオリコン(折り畳みコンテナ)に詰めてゆきます。さ

らに、納品された品物が、伝票通りであるか確認し、店

内の棚に補充して行きます。

商品の向きや置き方にも気を配り、正確さと早さを競い

ます。

競技内容
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今年度は「出庫課題」「入庫課題」の２つの課題について実施しました。日ごろの練習の成果は発揮で

きたでしょうか？

小売物流ワーク競技で行っている作業は、皆さんがものを買うスーパーや物流倉庫、等で力が発揮され

る作業になります。

今回の結果を見ると、皆さんほぼ点数に差がなく、作業時間においての差だけでした。

今後、正しい商品を「正確に」、商品に傷つけることなく「丁寧に」、無駄な動作をなくし「素早く」を

意識して作業されるともっとよくなると思います。

氏名 所属先

髙橋 征一 株式会社セブン‐イレブン・ジャパン

- 国立職業リハビリテーションセンター

長谷川 誠修 埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校

山田 太一 ポラスシェアード株式会社

講評

参加選手
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この競技は人々の生活空間や職場等に安らぎと喜びを与え、見る

人や香りを感じる人の心を癒すといった花の持つ特性を引き出

すと共に、限られた材料と時間の中で、作者の持つフラワーアレ

ンジメントに関する基本的な知識と課題に対する理解力や創造

力が求められます。

競技内容
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・しっかり基本を学んだ方は花の扱いなどが良かったと思う。もう少し数回学んでいたら作品も完成度

が高くなったと思います。

・数種類の花材を組み合わせて花束の製作をしていく上で、形、大きさなど良く見て、形を整えていく

と更によくなります。

・アレンジメントの場合、吸水性スポンジにさす角度を見て、花の茎の長さもさす長さを考えてカット

していくときれいな円形にまとまりやすいです。

氏名 所属先

三浦 ゆかり 社会福祉法人 埼玉福祉事業協会

相﨑 水萌 株式会社 JR 東日本グリーンパートナーズ

講評

参加選手
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第１会場では、15時 10 分から視聴覚教室にて、第２会場では、14時 40 分より 51研修室にて閉会式を

行いました。競技種目ごとに、金賞、銀賞及び銅賞の受賞者を発表し、メダルを授与しました。続い

て、競技部門に分かれて、奨励賞の賞状の授与と競技別全体講評を行いました。その後、大会会長より

挨拶が行われ、第 21 回大会は無事終了しました。
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交流広場

機構事業紹介他の展示

キッチンカー

埼玉県障害者スポーツ協会

社会福祉法人皆成会社会福祉法人埼玉福祉事業協会

奥村印刷株式会社

※第１会場のみ出店

※ボッチャ体験
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自治体等のホームページや広報紙、SNS への掲載依頼、会場近隣の公共施設へ

のポスター掲示依頼を積極的に行い、来場者数の増加を図りました。特に、埼玉

県が発行する新聞折り込みの広報紙「彩の国だより」の 7 月号には写真入りで大

きく掲載いただき、県内住民に広く広報することができました。また、今年も埼

玉県の広報番組「いまドキッ！埼玉」（テレ玉）に大会当日の様子を取材いただ

き、7月 12 日（土）に放映されました。

大会ポスター

さいたま市 所沢市 ＮＰＯコバトンびん

埼玉県

ＪＥＥＤ本部ＪＥＥＤ埼玉支部

（3,387view）※

ホームページ

※2025 年 4 月～大会実施前まで

34



その他・・浦和駅東口駐輪場、さいたま市 市民活動サポートセンター、プラザイースト

川口信用金庫 浦和中尾支店、ファミリーマート さいたま原山２丁目店 等

埼玉県広報紙 彩の国だより 7月号

埼玉県広報紙 彩の国だより５月号 所沢市 広報ところざわ 6 月号

ＪＲ線 浦和駅西武線 航空公園駅 医療法人博仁会

共済病院

広報紙

近隣駅・施設等へのポスター掲示

さいたま市 市報さいたま 6月号
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ＳＮＳ

１．埼玉県公式インスタグラム

２．アビリンピック公式Ｘ （468 view）※

３．埼玉県庁Ｘ （9,891 view）※

４．所沢なびＸ （1,816 view）※

５．朝霞市社会福祉協議会Ｘ （521 view）※

６．埼玉福祉事業協会Ｘ （1,510view）※

７．株式会社 ePARA 代表 加藤大貴氏Ｘ（5,917view）※

※view 数は 2025 年 8 月 22 日時点

１. ２. ３.

４. ５. ６.

７.
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いまドキッ！埼玉 ＜YouTube でも配信中＞ https://www.youtube.com/watch?v=4vMEL9m6cLk

毎日新聞

2025 年 7月 7日

メディア

紀伊民報

2025 年 7月 7日
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■アビリスグッズ ■インタビューボード■表彰状（奨励賞）

■参加記念品

■入賞者メダル

株式会社十万石ふくさや

ポラス株式会社

株式会社ヤオコー

NPO 法人みのり

領家グリーンゲイブルズ

十万石まんじゅうは

アビリスの焼印入りでした

社会福祉法人

ヤマト自立センター
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本報告書の作成にあたり、氏名の公表および写真等の撮影・掲載について、選手本人の意向を尊重

し、配慮を行っております。
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大会関連資料

アビリンピック

マスコットキャラクター
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（
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会
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ソ
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操
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国
立
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業

リ
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テ
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シ
ョ

ン
セ

ン
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ソ
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デ
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一
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茶
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り

株
式
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社

42



電子機器組立 10:00～12:50

表計算 　10:00～11:15  ２階 ＯＡ実習室

10:00～11:30  ２階 ＯＡ実習室

Ｄ Ｔ Ｐ 10:00～13:00

ホームページ 10:00～11:50

パソコンデータ入力 10:00～12:30

10:00～11:30

喫茶サービス 10:00～12:50

10:00～11:00

11:00～12:30

小売物流ワーク 10:00～12:10

.

・・・埼玉県独自競技

★観客の方、引率・介助の皆様は、各競技会場の立入可能範囲内で見学してください。

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

 ～ 14:30

独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構　埼玉支部

13:00

第１会場　大会日程(スケジュール)・競技会場等のご案内
10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

パソコン操作

　
 

閉
会
式

15:00 16:0014:00

ワード・
　プロセッサ

       10:00 11:00

■ 協賛企業コーナー（交流広場前）：記念品引換所
総合受付で配布する「引換券」をお持ちください（16：30まで）

イベント・休憩室のご案内

■ 休憩場所
　１階視聴覚教室　＜昼食を含む飲食は、視聴覚教室内でのみ可能です＞
　１階休憩コーナー、２階セミナールーム、2階ビジネス系教室１～３

■ 交流広場①：機構事業紹介他の展示

■ 交流広場②：物品の販売

■ 交流広場③：
　　　　　　パラスポーツ体験（ボッチャ）

12:00

着
替
え
・
準
備
時
間

競
技
ル
ー
ル
の
説
明

※
説
明
が
終
了
次
第
、
競
技
開
始

受

付

9:00

9:30

～

15:10

16:00

～

9:50

10:00

～

（

正
面
入
口

）

（

視
聴
覚
教
室

）

ベッドメイキング

（ペア）

ベッドメイキング

（ソロ）

２階

DTP･Web技術科

実習室

１階

電子機器科実習室

２階

ＯＡシステム科実習室

１階
アシスタントワーク科・

オフィスワーク科実習室

２階

ＯＡシステム科実習室

１階

正面入口前ロビー

１階

アシスタントワーク科教室

１階
サービスワークコース

実習室

１階

アシスタントワーク科教室

全
国
大
会
出
場
選
手

説
明
会

（
当
日
ご
案
内
し
ま
す
）

16:00

16:20

～

埼玉県マスコット

「コバトン」
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10:00～13:00

.

オフィスアシスタント 10:00～12:20

.

フラワーアレンジメント

.

★観客の方、引率・介助の皆様は、各競技会場の立入可能範囲内で見学してください。

10:00 ～ 14:30

10:00 ～ 14:30　

 ～ 14:30

独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構　埼玉支部

第2会場　大会日程(スケジュール)・競技会場等のご案内

     ■ 交流広場②：
　　　　パラスポーツ体験（ボッチャ）

イベント・休憩室のご案内

10:00～13:50
 (途中昼休憩あり）

ビルクリーニング

　
 

閉
会
式

16:0011:00 12:00 13:00 14:00 15:00

     ■ 交流広場①：物品の販売

　　　　  ■ 機構事業紹介他の展示（交流広場前）

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

■ 協賛企業コーナー（交流広場前）：記念品引換所
総合受付で配布する「引換券」をお持ちください（15：30まで）

■ 休憩場所
　　別館1階食堂　＜昼食を含む飲食は、食堂内でのみ可能です＞

       10:00

受
付

競
技
ル
ー
ル
の
説
明

※
説
明
が
終
了
次
第
、
競
技
開
始

9:00

9:30

～

14:40

15:10

～

9:50

10:00

～

（

正
面
入
口

）

（

本
館
5
階
5
1
研
修
室

）

本館5階

51研修室

全
国
大
会
出
場
選
手

説
明
会

（
当
日
ご
案
内
し
ま
す
）

15:10

15:30

～

埼玉県マスコット

「コバトン」

着
替
え
・
準
備
時
間

別館1階

視聴覚教室

別館2階

大教室
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【第１会場】国立職業リハビリテーションセンター（所在地：所沢市並木４丁目２番地）

【第２会場】ポリテクセンター埼玉（所在地：さいたま市緑区原山 2－18－8）

会場までの案内図
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第２１回アビリンピック埼玉大会２０２５第２会場図
ポリテクセンター埼玉 敷地・建物図

⇐ 浦和方面 国道463号越谷浦和バイパス 越谷方面 ⇒

本館

２号館

別館

３号館

１号館

本館：正面玄関入口に が
あります。

▶１階 ★医務室

▶５階 ➀オフィスアシスタントタント競技
会場

②更衣室（男・女）

別館：
▶１階 ➂フラワーアレンジメント競技会場

④休憩コーナー

▶２階 ⑤ビルクリーニング競技会場、
選手待機場所

２号館：▶１階⑥ビルクリーニング競技選手控室 ⑦交流広場（ボッチャ体験、物販）
⑧更衣室（男・女）男子トイレ

▶２階⑨女子トイレ

南
門

駐車場

駐車場

駐輪場

車
両
侵
入
口

お願い！ 会場へ入場の際は、本館正面玄関入口 からお入りください。

正
門

総合受付

総合受付

階段

風除室

玄関ホール

出入口

印刷室

小会議室

エレベータ

事 務 室

男子トイレ

女子トイレ

身体障害者用

トイレ

外階段(使用禁止)

★ 医務室

別館へ

柱

総
合
受
付

正面玄関入口

外階段(使用禁止)

エレベータ

所長室

書庫

特別会議室

階段

中会議室

女子トイレ

書庫倉庫

男子トイレ

事務室

柱

大会事務局

階段

出入禁止

階段

出入禁止

本館１階

本館3階

別館１階

本

館

本館５階

➀

②

②

➂

④

※飲食は14時30分まで使用できます。

別館２階

２号館１階
別

館

本

館

２号館２階

⑥

⑦

⑧

⑨

⑧

⑤

引換券お持ちの方は、
もれなく記念品を差し
上げます。

★ 記念品引換所

記
念
品
引
換
所

★
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埼玉県障害者技能競技大会運営委員会設置要綱 

 

 平成２７年 ４月 １日 制定 

                       令和 ２年 ４月 １日 改正 

令和 ５年 ４月 １日 改正 

 

（趣旨） 

第１条 障害のある方々が日ごろ培った技能を競い合うことにより、その職業能力の向上

を図るとともに、企業や社会一般の人々が障害者に対する理解と認識を深め、その雇用

の促進と職業の安定を図ることを目的とする埼玉県障害者技能競技大会（以下、「アビ

リンピック埼玉大会」という。）の基本的事項を検討・決定するため、大会運営委員会

（以下、「委員会」という。）を設置する。 

 

（構成） 

第２条 委員会は、別紙の委員をもって構成する。 

２ 委員会の会長は、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構埼玉支部（以下「埼

玉支部」という。）支部長が務める。 

（委員会の開催） 

第３条 委員会は、会長が招集し、本委員会を統括する。 
２ 会長は、必要があると認める場合は、委員会の会議に競技委員の出席を求め、その意

見を聴取することができる。 

 

（協議事項） 

第４条 委員会は、次の事項を協議する。 

（１）アビリンピック埼玉大会の基本的事項に関すること。 

（２）アビリンピック埼玉大会の運営に関すること。 

（３）競技委員の委嘱に関すること。 

（４）その他、アビリンピック埼玉大会の開催に必要な事項に関すること。 

 

（事務局） 

第５条 委員会の庶務を処理するため、埼玉支部高齢・障害者業務課に事務局を置く。 

 

 

（附  則） 

 この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

（附   則）（令和２年４月１日） 

 この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

 

（附   則）（令和５年４月１日） 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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別紙 

 

 

埼玉県障害者技能競技大会 運営委員会構成委員 

 

 

 

 

機関名 役職名 

埼玉労働局 職業安定部職業対策課長 

埼玉県 産業労働部産業人材育成課長 

埼玉県職業能力開発協会 専務理事 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

国立職業リハビリテーションセンター 
職業訓練部長 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

埼玉支部 

埼玉職業能力開発促進センター 

所長 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

埼玉支部 

埼玉障害者職業センター 

所長 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

埼玉支部 
支部長 

 

ただし、埼玉職業能力開発促進センター所長または埼玉障害者職業センター所長が（独）

高齢・障害・求職者雇用支援機構埼玉支部長を兼務する場合は、支部長として就任する。 

 

 

49



 

 

                                                         

令和７年度埼玉県障害者技能競技大会実施要綱 

  

１ 趣旨 

埼玉県障害者技能競技大会（以下「大会」という。）は、障害のある方々が日ごろ培った技能を互い

に競い合うことにより、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々が障害者に対する

理解と認識を深め、その雇用の促進と職業の安定を図ることを目的とする。 

 

２ 名称 

本大会の名称は、「第２１回アビリンピック埼玉大会２０２５」とする。 

 

３ 主催 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 埼玉支部 

 

４ 後援 

 厚生労働省埼玉労働局 

 埼玉県 

 さいたま市 

 所沢市 

 埼玉県職業能力開発協会 

 一般社団法人埼玉県ビルメンテナンス協会 

 ＮＨＫさいたま放送局 

株式会社埼玉新聞社 

株式会社テレビ埼玉 

株式会社エフエムナックファイブ 

   

５ 協賛 

  募集期間内に応募された企業とする。ただし、「協賛企業等募集要項」に定める要件にて選定する

ものとする。 

 

６ 運営委員会の設置 

大会を運営するにあたり、別に定める運営委員会（以下「運営委員会」という。）を設置する。 

 

７ 大会事務局の設置 

大会を実施するにあたり、事務局を独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構埼玉支部（以下

「埼玉支部」という。）に置く。 

 

８ 日程 

令和７年７月５日（土）  ９：００～１６：００ 

※ 延期の場合、令和７年 7 月１２日（土） ９：００～１６：００ 
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９ 会場 

【第１会場】国立職業リハビリテーションセンター（埼玉県所沢市並木４丁目２番地） 

【第２会場】ポリテクセンター埼玉（埼玉県さいたま市緑区原山２丁目１８－８） 

 

１０ 競技種目及び定員等 

【第１会場】 

  電子機器組立         ４名       身体・知的・精神障害者対象 

 表計算           １０名       身体・知的・精神障害者対象 

 ワード・プロセッサ      ５名       身体・知的・精神障害者対象 

 ＤＴＰ            ４名       身体・知的・精神障害者対象 

 ホームページ         ５名       身体・知的・精神障害者対象 

 パソコンデータ入力     １５名     知的障害者対象 

 パソコン操作         ５名     視覚障害者対象 

  喫茶サービス        １０名       身体・知的・精神障害者対象 

 ベッドメイキング ソロ    ４名     身体・知的・精神障害者対象 

     ペア    ３組（６名） 身体・知的・精神障害者対象 

 小売物流ワーク        ５名     身体・知的・精神障害者対象 

 

【第２会場】 

 ビルクリーニング      １０名       身体・知的・精神障害者対象 

 オフィスアシスタント    １２名       身体・知的・精神障害者対象 

  フラワーアレンジメント    ３名     身体・知的・精神障害者対象 

 

１１ 参加資格 

令和７年４月１日現在において満１５歳以上の者で、原則として次のいずれかに該当し、かつ、埼玉

県内に在住、同県内の施設・学校等に在籍又は同県内の事業所に勤務等している者で、施設・学校・事

業所等の参加承諾（ただし、個人参加者は不要。）が得られる者とする。 

（１）障害者の雇用の促進等に関する法律第２条第２号及び第３号に規定する身体障害者 

（２）障害者の雇用の促進等に関する法律第２条第４号及び第５号に規定する知的障害者 

（３）障害者の雇用の促進等に関する法律第２条第６号に規定する精神障害者 

 

１２ 参加者の募集方法及び参加手続き 

（１）募集方法 

チラシの配付、ポスターの掲示及び埼玉支部ホームページ等により募集を行う。 

（２）申込方法 

別添「第２１回アビリンピック埼玉大会２０２５開催案内」に添付の「第２１回アビリンピッ

ク埼玉大会２０２５参加申込書・同意書」を埼玉支部ホームページからダウンロードし必要事項

を記入のうえ郵送する。または埼玉支部が作成した申込フォーム（Microsoft Forms）にて参加申

込を受け付ける。 
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（３）申込受付期限 

令和７年５月１４日（水）まで 

（４）申込書郵送先   独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 埼玉支部 

   〒３３６-０９３１ 埼玉県さいたま市緑区原山２-１８-８ ポリテクセンター埼玉 本館４階 

   TEL ０４８（８１３）１１１２ ／ FAX ０４８（８１３）１１１４ 

 

１３ 参加者の決定 

申込み書類を精査し、大会事務局が参加の可否を決定の上、所属先を経由して本人に通知する。

なお、各競技定員を超える参加申込があった場合は、（１）から（３）により調整を行う。 

（１）参加申込のあった企業等に各１名を割り当てる。 

（２）（１）によりなお定員に余裕がある場合は、複数名参加申込のあった企業等に均等に割り当てる。 

（３）上記（１）及び（２）により均等に割り当てられない場合には事務局が調整を行う。 

 

１４ 競技方法 

（１）競技課題は、競技の実施に支障のない範囲で事前に埼玉支部ホームページにて公表する。 

（２）競技時間は原則として、３時間以内とする。 

（３）競技に必要な作業具等は原則として自己のものを使用することとし、競技用の機械設備は改造し

ないものとする。 

 

１５ 競技進行・審査に係る委員の委嘱 

競技全体を統括する競技委員長を会場ごとに委嘱する。また、競技種目ごとに課題作成・進行・

審査に係る競技委員を各２名程度委嘱する。また、大会当日の各競技を円滑に実施するため、必要

に応じて専門委員を補佐する競技担当補佐員を委嘱、配置することができる。その場合、競技担当

補佐員の 1日の補佐員業務従事時間が８時間を超えないよう専門委員と担当業務内容を調整でき

る。 

 

１６ 審査方法 

各競技委員が事前に設定した競技種目ごとの採点基準に従い採点し、その結果を競技委員長に報

告する。競技委員長は、各競技の採点結果を確認の上、大会事務局に報告する。 

 

１７ 表彰等 

（１）大会事務局は、上記１６の採点結果に基づき、競技種目ごとにその成績優秀者に対して金賞、銀

賞又は銅賞の入賞者を各１名（ベッドメイキング（ペア）の場合は各 1組）決定し、表彰式で表彰

する。ただし、金賞、銀賞又は銅賞における入賞到達基準を満たす成績の選手がいない場合、入賞

者は選定しないこととする。 

（２）上記（１）の入賞者以外の選手には、技能の向上と本大会への参加意欲を促すために奨励賞を授

与する。 

（３）上記（１）及び（２）にかかわらず、本大会の参加競技種目において、直近５大会（令和２年
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～令和６年の全国障害者技能競技大会（アビリンピック全国大会）で「金賞」を受賞したことが

ある者及び全国障害者技能競技大会（アビリンピック全国大会）の直近３大会に連続して出場し

ている者は、入賞の対象としないものとする。 

  

１８  参加費用等 

（１）参加費用は無料とする。 

（２）参加者には、競技日に傷害保険（主催者負担）を適用する。 

 

１９  全国障害者技能競技大会への推薦 

本大会において優秀な成績を修め、かつ、全国障害者技能競技大会の参加資格要件に該当する者

は、埼玉県知事あて全国大会参加選手として推薦するものとする。 

 

２０  個人情報の取扱い 

選手の個人情報については、個人情報の保護に関する法令等を遵守するほか、書面にて各選手よ

り同意を得た事項に基づき、取り扱うこととする。 

 

２１  その他 

（１）主催者は、選手の日常動作に必要な補助具等は準備しない。 

（２）主催者は、手話通訳及び看護師を配置する。なお、障害に対する配慮が必要な場合は、可能な範

囲で対応する。 

（３）選手は、必要に応じて介助者を置くことができる。ただし、選手の競技実施に係る直接的サポ

ート業務については、大会事務局及び競技委員が必要と認める場合を除き、これを行わないもの

とする。 

（４）本要綱に定めのない事項及び本要綱によりがたい事項については、主催者が決定する。 

 

 

 附則 この要綱は、令和７年１月２７日から実施する。 
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【第1会場】国立職業リハビリテーションセンター

競技種目等 競技方式
選手
人数

専門委員 補佐員 スタッフ

【第2会場】国立職業リハビリテーションセンター

競技種目等 競技方式
選手
人数

専門委員 補佐員 スタッフ

3人 5人

3人 4人

3人 2人

　　第21回アビリンピック埼玉大会2025における競技実施体制について

電子機器組立 一斉競技 3 会場係　1人2人 1人

表計算 一斉競技 9 なし 会場係　1人4人

ワードプロセッサ 一斉競技 6 なし 会場係　1人2人

ＤＴＰ 一斉競技 0 なし なし2人

ホームページ 一斉競技 3 なし 会場係　1人2人

パソコンデータ入力 一斉競技 17 なし 会場係　1人4人

パソコン操作 一斉競技 3 なし 会場係　1人2人

喫茶サービス 順次競技 11
誘導係　1人
会場係  １人
専属ゲスト7人

ビルクリーニング 順次競技 13
誘導係　2人
会場係　1人

ベッドメイキング 順次競技

ソロ3組
(3人）
ペア3組
（6人）

なし
誘導係　1人
会場係　1人

2人 2人

2人

※ワードプロセッサは手話通訳者を配置。また、看護職員も看護室および医務室に配置。

小売物流ワーク 順次競技 4
誘導係　1人
会場係　2人

フラワー
アレンジメント

一斉競技 2 会場係　1人

オフィス
アシスタント

一斉競技 15 会場係　4人

2人 2人
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アンケート実施日 令和7年７月5日（土）競技終了後
対象者 アビリンピック埼玉大会参加選手全員： 92名
回答数 78（回収率 84.8％）※不備あり2除く

アンケートの展開と回収方法：
①「大会パンフレット」にアンケート用紙を挟み込み
競技参加選手に配布

②競技終了後会場での回収と「回収箱」設置による回収を併用

※令和7年度は2会場同時開催
第1会場：国立職業リハビリテーションセンター（所沢市）
第2会場：ポリテクセンター埼玉（さいたま市緑区）

Q1 ご職業などを教えてください（択一回答）

参加時の職業等は、企業就労者が36人（49％）、次いで特別支援学校
在校生14人（19％）国立職業リハビリテーションセンター在籍者13人
（17％）であった。

第21回アビリンピック埼玉大会2025

選手アンケート結果

企業就業者

49%

特別支援学校在校生

19%

障害者職業校他在籍者

17%

就労支援・福祉施設在籍者

9%

個人 3% その他 3%

55



Q2 アビリンピック埼玉大会2025の大会全体に対する感想をお聞かせください
（択一回答）

Q3 アビリンピック埼玉大会2025の開催を何で知りましたか？
（複数回答可）

「所属先からの紹介」が48人（53％）で最も多く、次いで「チラシ・
ポスター」が16人（18%）であった。

大会全体に対する感想として、「大変満足」との回答が18人（24％）であ
り、これに「満足」を含めると75％となる。

大変満足

24%

満足

51%

普通

24%

不満

1%

大変不満

0%

所属先からの紹介

53%

チラシ・ポスター

18%

関係団体からの

紹介 7%

家族・知人からの

紹介 6%

機構ホームページ

4%

Ｗｅｂメディア

3%

県や市の

広報誌

2%

その他

7%
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Q4 併催イベントで印象に残ったものはありましたか？（複数回答可）

第1会場は、今年度初の試みで第1会場のみに配置した「キッチンカー」と
回答した方が18人と最も多かった。第2会場は「障害者スポーツ体験会」が
13人で最も多かった。

第1会場

第2会場

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

キッチンカー

展示コーナー

福祉法人による物販コーナー

障害者スポーツ体験会

協賛企業コーナー

0 2 4 6 8 10 12 14

障害者スポーツ体験会

展示コーナー

福祉法人による物販コーナー

協賛企業コーナー

42％

35％

19％

14％

7％

65％

20％

15％

10％
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Q5 アビリンピック埼玉大会2025会場までのアクセス方法を聞かせてください
（複数回答可）

両会場とも、約7割の方が公共交通機関で来場していた。

第1会場

第2会場

0 5 10 15 20 25 30 35 40

西武鉄道

ＪＲ東日本

徒歩

在籍先の車

自家用車

（乗合わせ）

西武バス

自家用車

（単独）

その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

ＪＲ東日本

国際興業バス

徒歩

その他

64％

34％

23％

11％

8％

6％

6％

4％（循環バス、自転車）

71％

58％

13％

21％（西武鉄道、西武バス、自家用車（単独）、在籍先の車、自転車）
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Q6 アビリンピック埼玉大会2025のスタッフの対応について聞かせてください
（択一回答）

Q7 参加した競技の「説明や進行」は、いかがでしたか？（択一回答）

全体で「とても良かった」との回答が34人（45％）であり、これに
「良かった」を含めると80％となる。

「大変良い」との回答が31人（40％）であり、これに「良い」を含めると
78％となる。

大変良い

40%

良い

38%

普通

17%

悪い

4%

大変悪い

1%

0

0

3

6

3

6

1

7

2

1

4

1

34

1

4

4

0

5

3

0

5

0

1

2

2

27

0

0

3

1

2

1

1

2

0

0

10

1

1

0

0

0

0

2

4

0

1

0

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フラワーアレンジメント

小売物流ワーク

オフィスアシスタント

ベッドメイキング

ビルクリーニング

喫茶サービス

パソコン操作

パソコンデータ入力

ホームページ

ワード・プロセッサ

表計算

電子機器組立

全体

とても良かった 良かった ふつう あまり良くなかった 悪かった
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Q8 参加した競技の「課題の難易度」は、どのように感じましたか？
（択一回答）

Q9 参加した競技の「競技時間」は、どのように感じましたか？（択一回答）

全体で「ちょうどよかった」との回答が44人（56％）と最も多かったが、
ワード・プロセッサ、パソコン操作では全員が「時間が少なかった」と回答
していた。

全体で「むずかしかった」との回答が40人（51％）と最も多かった。特に
表計算、ワード・プロセッサ、パソコン操作、フラワーアレンジメントでは
全員が「むずかしかった」と回答していた。

0

0

0

1

1

2

0

1

0

0

0

0

5

2

4

2

6

6

8

2

1

31

2

2

7

3

3

3

2

4

0

4

8

2

40

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フラワーアレンジメント

小売物流ワーク

オフィスアシスタント

ベッドメイキング

ビルクリーニング

喫茶サービス

パソコン操作

パソコンデータ入力

ホームページ

ワード・プロセッサ

表計算

電子機器組立

全体

やさしかった 普通 むずかしかった どちらとも言えない

1

3

6

5

5

10

0

8

2

0

1

3

44

0

0

0

0

2

1

1

0

0

0

4

1

1

6

1

4

0

2

4

4

7

30

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フラワーアレンジメント

小売物流ワーク

オフィスアシスタント

ベッドメイキング

ビルクリーニング

喫茶サービス

パソコン操作

パソコンデータ入力

ホームページ

ワード・プロセッサ

表計算

電子機器組立

全体

ちょうどよかった 時間があまった 時間が少なかった
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Q10 今後もアビリンピック埼玉大会に参加したいと思いますか？（択一回答）

各設問の理由欄に記載のあった内容（一部抜粋）

◆大会全般について
○ 様々な障害を持った方が良い成績を残せるように一堂に会する機会がとてもよく、今後のさらなる

発展を期待させて頂きました。
○ マスクしないでせきをしているスタッフがいたのが気にかかった。自由とはいえマナーが

気になった。
○ キッチンカーは事前にしりたかった。
○ ボッチャが最高でした。
○ まんじゅうとお茶を頂けたことが良かった。
○ 選手として参加者として有意義な経験ができた。
○ 受付の位置は見直したほうがよりスムーズに進行できるかもしれません。
○ パン販売や手芸品が良かった。
○ いろんな競技があるので参加したいです。
○ 出場者だけでなくスタッフの方々なども気持ちがはいっていたのですごいと思いました。
○ 自分の能力を試せるのでまた出場できる時があれば参加したいと思います。
○ ひとつひとつの競技の内容や見どころが紹介されていて知らない人でもわかりやすいと感じた。
○ 参加してみて結構楽しかった。

◆競技について
○ 事前課題よりずいぶん細かい設定が多いと感じた。
○ 休憩時間（課題と課題）が5分は少し短い（ワープロ）
○ トータルで時間が足りなかったです、見直し時間が欲しい。
○ 手の消毒やリネンを整える際の手順などバランスが取れた難易度だと感じた。
○ タスクが多くむずかしかった。
○ アレンジメントでは大きい花が１種類しかなくて組み合わせるのが大変だった（フラワー）

全体で「ぜひ参加したい」との回答が29人（39％）であり、これに「参加
したい」を含めると87％となる。

0

0

4

3

6
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アンケート実施日 令和7年７月5日（土）大会当日
対象者 大会来場者（選手を除く）：303名
回答者 101人（回収率33.3％）

アンケートの展開と回収方法：
①大会パンフレットにアンケート用紙を挟み込み、
大会会場来場者に配布

②会場の出入口等に「回収箱」を設置

※令和7年度は2会場同時開催
第1会場：国立職業リハビリテーションセンター（所沢市）
第2会場：ポリテクセンター埼玉（さいたま市緑区）

第21回アビリンピック埼玉大会2025

来場者アンケート結果

Q1 ご職業などを教えてください（択一回答）

学生以外の一般見学者が39人（38％）で最も多く、次いで選手の引率・
指導者が29人（29％）であった。なお、会場ごとでみても割合に大きな
差は無かった。

一般見学者

（学生以外）

38%

引率者・指導者

29%

企業関係者

13%

一般見学者（学生）

4%

介助者

3%

学校関係者

3% その他

10%
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Q3 アビリンピック埼玉大会を見学し感じたこと、またあてはまる内容を
すべて選択してください（複数回答可）

Q2 アビリンピック埼玉大会2025を見学いただいた「きっかけ」を教えてく
ださい（複数回答可）

「家族や知人が選手として参加している」が43人（37％）と最も多く、次い
で「所属先や学校等からの見学案内」が30人（25％）であった。「その他」
としては、ポスター（2人）や埼玉県からのLINE（1人）などがあった。

回答者の約7割が、選手（障害者）の能力や意欲、集中力の高さやひたむきな
姿勢を感じることができたと回答している。また、38人（38％）が「来年度
以降も見学したい」を選択した。

家族や知人が

選手として参

加している

37%

所属先や学校等

からの見学案内

25%

JEED埼玉

支部HP

10%

国立職業リハ

ビリテーショ

ンセンターHP

5%

埼玉県HP

4%

埼玉県

（彩の国だより）

4%

さいたま市報

2%

その他

13%
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Q5 併催イベントで印象に残ったものを選んでください（複数回答可）

Q4 今後競技として取り上げてほしい種目はありますか？（複数回答可）

ドローン操作やネイル施術、写真撮影、製品パッキングといった回答が多かっ
た。

回答者の約5割にあたる45人が「福祉法人による物販コーナー」と回答した。
今年度初の試みで第1会場のみに配置した「キッチンカー」については、回答
者（第1会場のみ）の約3割にあたる方（18人）が回答した。
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ドローン操作

木工

縫製

パソコン組立

写真撮影
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その他

協賛企業コーナー
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展示コーナー

障害者スポーツ体験会

福祉法人による物販コーナー
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Q6 アビリンピック埼玉大会2025会場までのアクセス方法を聞かせてくださ
い（複数回答可）

両会場とも車（自家用車や在籍先の車）で来場したと回答したのは約3割で
あった。
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Q8 アビリンピック埼玉大会の認知度や大会の価値向上に向け取り組んだ方が
良いことやお気づきの点がありましたら自由に記入してください（自由記述）

Q7 アビリンピック埼玉大会2025全体に対する感想をお聞かせください
（択一回答）

「大変満足」との回答が30人（30％）であり、これに「満足」を含めると
86％となる。理由欄には、2会場に分かれての開催に対する意見が複数みられ
た。

○ 同日2会場開催でしたが、他会場の様子も見られると良かったです
○ 来年は参加したい
○ 埼玉県の広報誌で記事を見ました。埼玉県内、市町村への広報誌への掲載は実施

していますか？
○ テレビニュースなどで取り上げて欲しい
○ アビリンピックの内容・主旨等SNSやポスター、ラジオCMで広く情報発信

してほしい
○ 関東の様々な県の地方大会に企業として参加していますが、埼玉県は企業・学校

での認知度が低いと感じています。県全体のレベルアップのためにももう少し
認知度があがると良いと思います。

○ 学生の場合、就職しやすくなるようなのがあるといいかと
○ 会場を駅から近い場所にして頂けると見に来る人も増えると思います

○ YouTube等で動画を公開してほしいです。はじめて参加する競技だとどのように
行われているのかわからず練習がむずかしいので

○ 十万石まんじゅうとお茶、うちわなどの引換があり、うれしいと感じた
（いただけるのがうれしいのと、企業が協賛してくれること）

○ とてもすばらしい大会でした。選手のみなさまの真剣な姿勢に感動しました
○ 競技者の方の努力や大会ならではの緊張感をすこしですが感じることができました
○ 初めて参加させて頂きました。障害者の方の可能性、技術向上、やりがいに

とても良い大会だと思います
※一部抜粋

大変満足

30%

満足

56%

普通

10%

不満

2%

大変不満

2%
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※無断転載を禁ずる

●発行日―令和 7年 8月

●編集・発行―独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 埼玉支部

〒336-0931 さいたま市緑区原山 2-18-8

電話 048-813-1112（高齢・障害者業務課）

ホームページ https://www.jeed.go.jp/location/shibu/saitama/kosho/abilympics.html
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